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〜 愛犬マルが教えてくれた事 〜

泳ぎの得手、不得手はある。
・驚愕その５：犬は雷に弱いと言うのが通念であ
る。我が家の歴代の犬は、雷にはめっぽう弱く、
遠雷でさえ只管怯えて震えていた。しかしマルは
平然として寝ている。犬の概念が変わった。
・驚愕その６：♫雪やこんこ…犬は喜び庭駆け回
り〜、あれは犬を知らない人の作った歌詞である。
冬、マルはストーブの前で、胴体が熱くなるまで
寝そべっていた。また、夜中は私共の布団に入っ
てくるか、布団の上で寝ていた。決して寒さを喜
んではいなかった。

＊狸の諦め：子犬の頃は、狸が帰宅すると、ソフ
ァーを降りて全身で喜びを表していた。しかし、
８年が過ぎた頃から帰宅しても、ソファーの上に
横臥し面倒そうに上目遣いに狸をチラ見して、緩
慢に尻尾をソファーに打ち付けるだけ。その乾い
た音に、狸は自宅では己がイヌ以下の、最下位の
地位である事を自覚させられた。

結果：十分に運動し満足させておくと、飼い主と
の信頼関係が強まり、躾は容易になる。こちらの
意志伝達は容易になり、散歩も容易になる。家の
中では、朝は必ず新聞を持ってきた。生後４年目
頃からは極めて落ち着き、家族の食事時間には離
れて寝ている。人に危害を加える心配がなくなっ
たので、躾教室仲間と一緒に養護学校を訪問し、
犬への触れ合いによる情操教育の手助けをした。
世間への恩返しができた！食餌はドッグフードの
他、魚のアラ、鶏肉、野菜、納豆など何でも食べ
たが、全て減塩食であった。終生食欲は変わらな
かったが、終末期は乳がんとその腰椎転移で、後
ろ脚が立たなくなった。低反発マットを使い家の
中に居たが、ある日家内の外出を追ってマットを
離れ、２時間ほど板の間に横臥していた。すると
大転子部に褥瘡ができた。創の洗浄とラップ療法
を行い、元のマット上から出ないように注意し、
普通通り食事をさせた。２週間で治癒した。人間
の治療と同じである。
　家族の愛情を受け、家族にも安らぎを与え、狸
夫婦の見守る中、マルは17歳７ヶ月の生涯を終え
た。不謹慎ながら、両親の死亡時よりも泣けた。
君は犬の概念を大きく変えてくれた。感謝。感謝。

　狸が物心ついた頃、すでに我が家には雑種の中
型犬がいた。その後の転居で暫く犬は飼えなかっ
たが、中学２年の時我が家に迷い犬が住み着き、
その後ずっと狸家族には犬が側に居た。代々いず
れも雑種犬で、中には保健所送り直前で貰ってき
たのも居た。ペットブームの頃には、時々『お宅
の犬の種類は何ですか？』と聞かれた。雑種と答
えるのも癪に障るから『純粋のモングレルです』
と言って相手を煙に巻いていた。そんな我が家に
も転機が訪れた。『そろそろ血統書付きの犬を飼
ってみたい』と家内が言った。子供達が社会へ出
ていって、我が家が夫婦だけとなった頃である。
　家内の希望で、私共が元気なうちに大型犬を飼
ってみたいと言うので〈ラブラドール犬〉を選ん
だ。それまで犬の躾など碌に行わなかったから、
この犬種はテレビで見るように、最初から行儀の
良い犬なのだろうと思っていた。平成11年（1999
年）生後２ヶ月の可愛い雌犬がやってきた。子犬
だから当然ムクムクしていて丸っこい。【マル】
と名付けた。
・驚愕その１：我が家にあって血統書付きはマル
だけである。しかし、血統を見ると歴史観が怪し
くなった。彼女の親はクレオパトラ！でもその親
は和風の名前。はて？最近クレオパトラがいた？
・驚愕その２：犬の躾教室での犬仲間との会話に
は面食らった。『あらマルちゃんのお母さん！マ
ルちゃん元気ね…』『ええ、××君のお母さん！
オタクのワンちゃんも云々…』、人間の女性は犬
を産むのだったか？？
・驚愕その３：飼い始めたら、何とヤンチャな事
か！こんな筈ではなかった。家の中で飼ったが、
テーブルの脚は噛むは、床を引っ掻いてささくれ
立たせるは、ソファーを引っ掻いてクッション材
を露出させる等々。デストロイヤーである。仕方
が無いから燻製用の木材を噛ませておいたが、直
径数センチの木材を10日もしないうちにバラして
しまった。これを繰り返す。生後２年目まで続い
た。
・驚愕その４：暑さが苦手で生後半年くらいの夏
のある日、耐えきれなくなって溜湯してあった浴
槽に飛び込み、文字通り涼しい顔をしていた。そ
んなこともあり、その後春の彼岸頃から十一月半
ばまで、雄物川のももさだ海岸で約１時間、殆ど
毎日水泳させていた。仲間の犬を見ると、犬にも
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